
平成３０年度 

第２回岡山県建築審査会次第 

 

日時：平成３１年１月２３日（水）１０時００分～ 

場所：ピュアリティまきび 

 

１ 開  会 

 

２ 会議の成立（条例第３条第１項） 

 

３ 会長・会長代理の選出（建築基準法第８１条第１項及び第３項） 

 

４ 公開又は非公開の決定 

 

５ 議事録署名人の指名（運営要領第５条第２項） 

 

６ 議  事 

【付議案件】 

（１） 建築基準法第４８条第５項ただし書き許可（第一種住居地域） 

・真庭市長が計画する「勝山学校給食共同調理場」の増築及び用途変更について 

・・・・【資料１】 

【報告案件】 

（１） 建築基準法第４３条第２項第二号（旧第４３条第１項ただし書）許可 

（敷地と道路との関係） 

  ・７件（平成３０年９月１日から平成３０年１２月３１日まで）・・・・【資料２】 

【その他】 

（１）建築基準法第３条第１項第三号指定（適用の除外）物件の進捗状況 

   （旧吹屋小学校の保存修理工事）             ・・・・【資料３】 

 

７ そ の 他 

【事務局からの連絡事項】 

（１）平成３０年７月豪雨の被害及び住宅の応急復旧対策の状況 

（２）次回審査会の日程確認 

 

８ 閉  会  



資料　１

（付議案件）

建築基準法第48条第5項ただし書許可

（第一種住居地域内における用途規制の例
外許可）

勝山学校給食共同調理場（真庭市）

岡山県建築審査会資料
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審 査 事 項

適 用 条 文

申 請 者 住 所 ・ 氏 名

敷 地 の 地 名 地 番

申 請 理 由

敷 地 面 積

用 途

建 築 面 積

延 べ 面 積

構 造

階 数

最 高 の 高 さ

各 区 域 ・ 地 域

敷 地 の 周 辺 状 況

道 路 状 況

法第４８条第５項
第一種住居地域にお
ける住居の環境を害す
る恐れがないと認める
理由

法第４８条第５項
公益上やむを得ないと
認める理由

1

周　辺　状　況

申　請　を　認　め　る　理　由

建　築　審　査　会　の　意　見

敷地は真庭市三田に位置し、用途地域は第一種住居地域に指定されている。西側を除いて住宅地が
点在しており、敷地西側は高くなっており、墓地等がある。附近には小学校や病院、商業施設や木材
会館等がある。

敷地北側と南側で市道と接している。南側が主たる出入口であり、南側市道は国道313号線と接続して
いる。

　平成19年から稼働している現施設について、周辺環境の問題や苦情等は起きていない。今回、内部
改修により調理場部分を拡大するが、公共下水で排水され、騒音測定結果や当該施設の配置及び第
一種住居地域との位置関係、動線計画、臭気対策等を勘案すると、住居の環境を害する恐れはないと
認められる。

都市計画区域内（非線引）、第一種住居地域（建ぺい率：60％、容積率：200％）、法22条区域

　真庭市では給食業務について見直しを行い、既存施設を最大限活用しながら慢性的な人手不足や
アレルギー児童・生徒への対応、老朽化した給食施設等、諸問題を解決していき、より安全安心で効
果的な給食施設としていくために平成25年に｢真庭市小・中学校給食施設整備計画｣を策定した。その
整備計画に基づき順次進められている共同調理場化であり、公益上やむを得ないと認められる。

　　　　　①5.93m　　　　　　　　　　　②4.78m

岡山県建築審査会審査事項

　　　　　①鉄骨造　　　　　　　　　　 ②鉄骨造一部RC造

　　　　　①1階　　　　　　　　　　　　 ②1階

中学校（①学校給食共同調理場 ・ ②自動車車庫　）　　　　

　　　　　①用途変更47.38㎡　　　　②67.70㎡　　（申請以外の部分4，363.00㎡）　合計4，478.08㎡

　　　　　①用途変更47.38㎡　　　　②99.19㎡　　（申請以外の部分6，499.03㎡）　合計6，645.60㎡

法第４８条第５項ただし書
（第一種住居地域内における用途規制の例外許可）
真庭市久世2927-2
真庭市長　太田　昇

真庭市三田190番地

　複数の学校に給食を調理して配送する共同調理場は、建築基準法では工場の扱いとなり、第一種
住居地域では認められない。今回の工事は、勝山中学校敷地内に平成18年度に法48条の許可を受
けて新築した勝山学校給食共同調理場について、給食を提供するエリアを拡大するにあたり、既存の
調理スペースでは賄えないため、間仕切を移動し、食堂を狭めて、調理場（工場用途）を拡大するもの
であり、許可を受けた事項を変更することから、あらためて許可を申請するものである。
　なお、あわせて共同調理場西側に自動車車庫を増築する。

30，437.00㎡

真庭市長 太田昇が「勝山学校給食共同調理場」の一部を用途変更及び増築することについて

申　　請　　建　　築　　物
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真庭市三田における真庭市長が建築する勝山学校給食共同調理場に係る 

建築基準法第 48 条第 15 項の規定に基づく公開による意見の聴取 議事録 

 

１ 日 時：平成３１年１月１６日（水）１１：００～１１：３０ 

 

２ 場 所：勝山文化センター ２階 第１会議室（真庭市勝山３１９） 

 

３ 出席者：利害関係者･･･２名（うち発言者１名） 

 

４ 意 見： 

  意見）下水計画はどうなっているのか。 

   

回答）汚水管は、共同調理場西側を南に向けて引き、敷地南の市道の下水

道本管に接続している。建築当初は合併浄化槽であったが、既に、以

前から公共下水道に切り替わっている。 
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建築許可申請の理由書 

 

真庭市は、平成の大合併により平成１７年３月３１日に９か町村（真庭郡勝

山町、落合町、湯原町、久世町、美甘村、川上村、八束村、中和村及び上房郡

北房町）が合併して誕生しました。 

真庭市教育委員会では、平成２３年１月に｢真庭市立小・中学校適正配置実施

計画｣を策定し、小・中学校における児童・生徒の減少に伴う学校規模の適正化

と教育環境の向上に努めています。 

一方で真庭市内小・中学校の給食施設は、単独校調理場（方式）と共同調理

場（方式）の２つの方式が存在しています。市内には２１校の小学校と６校の

中学校及び５園の幼稚園・こども園の計２７校５園あり、単独校調理場が１２

施設、共同調理場が５施設（共同調理場を利用している学校・園：１５校５園）

あります。地区別では北房・勝山・久世・蒜山地区に共同調理場があり、落合・

湯原・美甘はすべて単独校調理場で給食調理を実施しています。 

平成２７年度から５年をかけて地方交付税４０億円という大幅な削減が実施

され、真庭市も経費の縮減が必要となっています。真庭市教育委員会では、給

食業務についても業務の見直しを行い、慢性的な人手不足やアレルギー児童・

生徒への対応、老朽化した給食施設等、諸問題を解決していき、より安全安心

で効果的な給食施設としていくための｢真庭市小・中学校給食施設整備計画（以

下整備計画）｣を策定いたしました。 

この整備計画に基づき、勝山学校給食共同調理場（第一種住居地域内）にお

いて、勝山地区に加えて美甘地区、湯原地区の小中学校に給食の調理・配送を

賄えるよう、同施設を改修するものです。 

改修内容は、間仕切壁を移動し、ランチルームを縮小して調理場面積を４７

㎡程度増加させ、必要な設備機器を増設すること及び配送車両用のプラットホ

ーム上屋の増築です。 

真庭市教育委員会としては、この整備計画に基づき、持続可能かつ安全で安

定した給食提供の質を向上させるため、今回の計画については公益上必要なも

のと考えています。 

 

１．既存の勝山学校給食共同調理場整備の経緯 

 平成１８年度に勝山地域の小中学校完全給食化を図るため、勝山中学校内の

現敷地（第一種住居地域）に新築。 

 ・平成１８年９月１２日 法第４８条第５項ただし書許可 

 ・平成１８年１１月７日 建築確認済 

 ・平成１９年３月１５日 軽微変更届（許可設計時の厨房機器の仕様を変更 
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し、原動機出力が増加したが、騒音目標値の範囲内であり再許可不要） 

 ・平成１９年３月２８日 完了検査済証 

 

２．勝山学校給食共同調理場改修の必要性 

 現在、勝山学校給食共同調理場では勝山中学校、勝山小学校、月田小学校、

富原小学校の４校の調理及び配送を行っています。この度、新たに湯原中学校

（約６４食）、湯原小学校（約１２０食）、美甘小学校（約６４食）３校の調理

及び配送を追加するには、現施設では困難であります。 

整備計画においても既存施設を最大限活用した給食施設として整備を進める

こととしており、必要食数に対応でき、学校給食衛生管理基準に適合した施設

に適合した施設へ改良していくこととしています。また、現施設から湯原地区、

美甘地区へも主要道路である国道で安全に配送することが可能であると考えて

います。（給食配送計画図参照） 

周囲には、勝山小学校や地域医療の拠点でもある勝山病院も位置し、真庭市

では災害時に勝山小学校、勝山中学校を避難場所に指定し、このエリアを災害

時における面的な避難・活動拠点と考えています。 

なお、現施設は厚生労働省の｢大量調理施設衛生管理マニュアル｣や文部科学

省の｢学校給食衛生管理の基準｣に対応できており、改修後についても対応させ

る計画とします。 

 

３．安全及び住環境への配慮 

（１）安全への配慮 

 主要道路である国道３１３号線から現施設のある中学校の入口までは、生徒

動線、学校職員動線、配送・納品業者動線が同じ経路を通っていますが、細心

の注意及び最徐行を行うよう関係者に徹底し、安全に留意しています。（配置図

参照）今後も同じ動線となりますが、これまで特に問題や苦情もなく、改修後

も同様に安全に留意します。 

 学校敷地内では、校舎西側のみを給食調理場関係の車両通行エリアと考え、

生徒・学校職員との動線の交錯がないよう明確にエリア分けをしており、改修

後についても同様に計画します。また、学校内の車両の通行についても授業へ

の影響を考え、最徐行を行うよう改修後についても関係者に指導します。 

（２）環境への配慮 

 現施設について、熱源は大気汚染の発生が少ない電気を主とし、厨房機器の

用途に応じてＬＰＧ（プロパンガス）を使用しています。（改修後平面図参照）   

電気の受電については、学校設備とは別に単独で引き込むことで、より割安

な契約が可能となりランニングコストも抑えています。ＬＰＧ供給については、
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より安全性の高いバルクタンク方式を採用しており、改修後についても同様の

計画としています。 

 調理場の排水は、平成２０年４月より公共下水道に接続しています。 

 周辺環境への騒音対策については、調理場拡大に伴い増設する原動機付きの

調理設備自体は騒音発生源ではなく、最も大きな音を発生するのが既設の排気

ファンです。現在も、北の体育館と南の校舎棟で調理場を挟み込む配置により、

周辺の住宅地との境界付近では、国道の通過車両やスーパー等の来場車両の喧

騒音が支配し、学校調理場からの音は影響を及ぼさない状況にあります。調理

場からの騒音源は、空調換気設備の中で一番音を出す排気ファンを建物天井裏

に設置することや、低騒音低振動型（防振架台の設置）を可能な限り選択して

外部への影響を抑えるようにしており、また、空調室外機を建物周辺にランチ

ルーム系統（学校用・校舎側に配置）と調理場系統（体育館側に配置）に分け

配置することで、授業への影響も抑えるようにしており、改修後についても同

様です。 

 今回の改修では、一番音を出す既設の排気用送風機よりも大きな音源の設備

の設置はなく、騒音規制法の基準により敷地境界線で６０デシベル以下に騒音

を抑える目標で計画していますが、平成１８年の新築稼働後に、最も近接した

西側敷地境界線及びグラウンド西側で騒音測定しており、当該地は空調室外機

が目の前に列を成している場所ですが測定結果が５０デシベルであることから

も、改修後についても同様に騒音を抑えることができます。 

 臭気についても、学校給食の製造であるため特に不快を覚える臭いの発生は

なく、残飯等は屋内の生ごみ処理機で一旦処理してから処分することでこれま

で問題が発生したこともないことから、改修後についても同様と考えています。 

 今回の計画は、現施設の内部改修により調理場部分を拡大するものですが、

稼働時間は昼間に限られたもので、改修前と変更ありません。 

 つきましては、第１種住居地域ではありますが、近隣住居並びに学校の生活

環境を害するおそれはない施設の改修と考えますので、御許可くださいますよ

うお願いします。 
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配 置 図 1/1000

凡例

: 既存建物を示す

: 用途変更建物を示す

: 増築建物を示す

: 建物・敷地出入口を示す

: 生徒動線を示す

: 学校職員動線を示す

: 配送車動線を示す
　納品業者動線を示す

Ｎ

資料 2

00000589
長方形

087729
テキストボックス
配置図　1/1000

087729
テキストボックス
７





７ 

 

各学校の児童・生徒数及び教職員数を含めた人数を記載

第2段階

勝山学校給食
共同調理場
（勝山中学校）

勝山小272
月田小73
富原小33
勝山中225

合計603

北房学校給食センター

北房小 267
北房中 155

合計422

美甘地区

美甘小74
合計74

学 校 給 食 整 備 計 画

遷喬学校給食
共同調理場
（遷喬小学校）

遷喬小459
久世こ195
草加部小67
草加部幼8

合計 729

久世学校給食
共同調理場

米来小110
米来幼19
樫邑小23
樫邑幼3
余野小25
余野幼2
久世中344

合計526

９

湯原地区

湯原中69
湯原小115
二川小24

合計208

落合地区共同調理場

落合小199
天津小157
木山小121
美川小118
河内小73
川東小121
落合中366

合計1,155

中和小44
川上小104
八束小168
蒜山中149

合計465

蒜山共同調理場
（蒜山中学校）

新勝山学校給食
共同調理場
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ハイライト表示
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ハイライト表示
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ハイライト表示
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テキストボックス
　　　　　　　平成30年度単独調理場の学校：12校
　　　　　　　平成30年度共同調理場施設：5施設
　　　　　　　平成30年度共同調理場利用校：15校
　　　　　　　平成30年度共同調理場利用園：5園
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長方形
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ハイライト表示
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ハイライト表示
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ハイライト表示
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ハイライト表示
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長方形
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長方形
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ハイライト表示
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長方形
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真庭市小・中学校給食施設整備（計画表）
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1 ・・廃棄器具

・・移動器具1

1 ・・位置変更無しの器具

ﾗﾝﾁﾙｰﾑ部分を示す

調理場部分を示す

管理部門(調理場)を示す
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屋外歩廊

水
勾

配

出入口

室外機

AC

室外機

AC

室外機

AC

点線は庇位置を示す

点線は庇位置を示す

AC用PS

AC
室外機

AC
室外機

AC
室外機

AC
室外機

ｺﾝｸﾘ-ﾄ

出口

ﾗﾝﾁﾙ-ﾑAC用室外機置場

AC用PS

AC用PS
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（両面ｻｯｼ）

動力配電盤

(男)

SS 給湯器
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水勾配

水勾配

総合監視盤

AC用室外機置場

AC

室外機

調理場

(自立式家具)

(自立式家具)
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冷

下
足
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玄関
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1098765431 2

異種用途区画

45000

収納棚（１段　h=900）

倉庫１ ダンボール庫

（手動）

（手動）
ポーチ

給湯器

G瞬間式

出
入

口
出

入
口

スイングドア－

器具洗浄室

スペ－ス 見学用窓

コンテナプール
(積込準備室)
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(女)

(女)

休憩スペ－ス

(280席)

プラットホーム

食品庫・米庫

付室

EPS

EPS

平面詳細図 (改修前)　1/150
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平面図（改修前）1/150
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調理場部分を示す

ﾗﾝﾁﾙｰﾑ部分を示す
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梁：強化PB15 貼 (H12建告1358.1380）
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既存側溝（開渠）

600W×500h

既存ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

新設ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

10000

ﾀｲﾔ倉庫

工具

ﾊﾟｲﾛﾝ

箱

配送車配送車 配送車

平面詳細図 1/150

087729
テキストボックス
平面図（改修後）1/150

087729
テキストボックス
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西側立面図 1/150

東側立面図 1/150

南側立面図 1/150

北側立面図 1/150

ｽﾛｰﾌﾟ

ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ

弾性吹付ﾀｲﾙ 庇:折板葺き

45角磁器質ﾀｲﾙ貼

(既存)渡廊下
鉄骨造

弾性吹付ﾀｲﾙ

屋外回廊立上壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

弾性吹付ﾀｲﾙ弾性吹付ﾀｲﾙ庇:折板葺き

ｽﾛｰﾌﾟ立上り壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放 45角磁器質ﾀｲﾙ貼 点検扉(ｽﾁｰﾙ製) 屋外回廊立上り壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

OPEN ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ

屋根:折板葺き 弾性吹付ﾀｲﾙ 屋根:折板葺き

点検扉(ｽﾁｰﾙ製)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放弾性吹付ﾀｲﾙｺﾝｸﾘｰﾄ打放

ﾀｲﾔ倉庫SS SS

45角磁器質ﾀｲﾙ貼

r=
29
,7
84
mm

ﾎﾟｰﾁ

(既存)渡廊下
鉄骨造

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 鉄骨柱 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

:開口部 (窓・ｼｬｯﾀｰSSを示す)

:給排気口 (ﾌｰﾄﾞ・ｶﾞﾗﾘを示す)

凡例

弾性吹付ﾀｲﾙ

弾性吹付ﾀｲﾙ

087729
テキストボックス
立面図

087729
テキストボックス
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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20000

▽笠木天（最高高さ）

▽鉄骨梁（棟天）

▽鉄骨軒梁（軒天）

▽FL

▽設計GL
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▽笠木天（最高高さ）

▽鉄骨梁（棟天）

▽鉄骨軒梁（軒天）

▽FL

▽設計GL
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6
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0
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3
0
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2
6
5
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3
0
0
0
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2000

1500025000

100

3

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

▽笠木天（最高高さ）

▽鉄骨梁（棟天）

▽鉄骨軒梁（軒天）

▽FL

▽設計GL

5
92

5

4
0
00

8
00

3
0
00

52
5

6
0
0

2000

2000 5000 5000 5000 5000 2500

20000

休憩室 廊下 ﾗﾝﾄﾞﾘｰﾙｰﾑ 前室 洗浄室
ｶｰﾄｽﾍﾟｰｽ ｺﾝﾃﾅﾌﾟｰﾙ

ﾗﾝﾁﾙｰﾑ

洗浄室 調理室 炊飯室

2000

鉄骨造

(既存)渡廊下

▽FL

▽設計GL

鉄骨造

5
25

2500

ﾗﾝﾁﾙｰﾑ

ｽﾛｰﾌﾟ

2
15

0
21

5
0

▽FL

▽設計GL

▽FL

▽設計GL

(既存)渡廊下

配管ﾋﾟｯﾄ

配管ﾋﾟｯﾄ

桁行断面図 (　 　・改修後)　1/150

梁間断面図 (2) (　　 ・改修後)　1/150

梁間断面図 (1) ( 　　・改修後)　1/150

資料 5

00000589
長方形

087729
テキストボックス
断面図

087729
テキストボックス
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087729
テキストボックス
（別添）

087729
テキストボックス
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087729
テキストボックス

087729
テキストボックス
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087729
テキストボックス

087729
テキストボックス
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087729
テキストボックス
騒音測定図

087729
テキストボックス
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現況写真（撮影位置）

国
道
３
１
３
号

①

④
③

②

⑤

⑥

087729
テキストボックス
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関係条文 

■建築基準法 抄 

（用途地域） 

第 48 条 

5 第一種住居地域内においては、別表第 2（ほ）項に掲げる建築物は、建築してはならない。

ただし、特定行政庁が第一種住居地域における住居の環境を害するおそれがないと認め、又

は公益上やむを得ないと認めて許可した場合においては、この限りでない。 

 

15 特定行政庁は、前各項のただし書の規定による許可をする場合においては、あらかじめ、

その許可に利害関係を有する者の出頭を求めて公開による意見の聴取を行い、かつ、建築審査

会の同意を得なければならない。ただし、前各項のただし書の規定による許可を受けた建築物

の増築、改築又は移転（これらのうち、政令で定める場合に限る。）について許可をする場合

においては、この限りでない。 

 

16 特定行政庁は、前項の規定による意見の聴取を行う場合においては、その許可しようとす

る建築物の建築の計画並びに意見の聴取の期日及び場所を期日の３日前までに公告しなけれ

ばならない。 

 

別表第二 用途地域等内の建築物の制限（第 27 条、第 48 条、第 68 条の 3 関係） 

（ほ） 第一種住居地域内に建築してはならない建築物 

一 （へ）項第一号から第五号までに掲げるもの 

二 マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに類す

るもの 

三 カラオケボックスその他これに類するもの 

四 （は）項に掲げる建築物以外の建築物の用途に供するものでその用途に供する部分の床面積

の合計が 3,000 平方メートルを超えるもの（政令で定めるものを除く。） 

 

（へ） 第二種住居地域内に建築してはならない建築物  

一 （と）項第三号及び第四号並びに（り）項に掲げるもの 

二 原動機を使用する工場で作業場の床面積の合計が 50 平方メートルを超えるもの 

三 劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場又はナイトクラブその他これに類する政令で定めるも 

 の 

四 自動車車庫で床面積の合計が 300 平方メートルを超えるもの又は３階以上の部分にあるも

の（建築物に附属するもので政令で定めるもの又は都市計画として決定されたものを除く。） 

五 倉庫業を営む倉庫 
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■建築基準法施行令 抄 

（用途地域の制限に適合しない建築物の増築等の許可に当たり意見の聴聞等を要しない場合） 

第 130 条 法第 48 条第 15 項の政令で定める場合は、次に掲げる要件に該当する場合とする。 

一 増築、改築又は移転が法第 48 条各項（第 15 項及び第 16 項を除く。以下この条において同

じ。）のただし書の規定による許可（以下この条において「特例許可」という。）を受けた際

における敷地内におけるものであること。 

二 増築又は改築後の法第 48 条各項の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積

の合計が、特例許可を受けた際におけるその部分の床面積の合計を超えないこと。 

三 法第 48 条各項の規定に適合しない事由が原動機の出力、機械の台数又は容器等の容量によ

る場合においては、増築、改築又は移転後のそれらの出力、台数又は容量の合計が、特例許

可を受けた際におけるそれらの出力、台数又は容量の合計を超えないこと。 
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■岡山県建築基準法施行細則 抄 

（許可申請の添付図書等） 

第 12 条 法第 43 条第２項第二号、法第 44 条第１項第二号若しくは第４号、法第 47 条ただし書、法第

48 条第１項ただし書、第２項ただし書、第３項ただし書、第４項ただし書、第５項ただし書、第６項た

だし書、第７項ただし書、第８項ただし書、第９項ただし書、第 10 項ただし書、第 11 項ただし書、第

12 項ただし書、第 13 項ただし書若しくは第 14 項ただし書(法第 87 条第２項又は第３項において準用す

る場合を含む。)、法第 51 条ただし書(法第 87 条第２項又は第３項において準用する場合を含む。)、法

第 52 条第 10 項、第 11 項若しくは第 14 項、法第 53 条第５項第三号、法第 53 条の２第１項第三号若し

くは第四号(法第 57 条の５第３項において準用する場合を含む。)、法第 55 条第３項各号、法第 56 条の

２第１項ただし書、法第 57 条の４第１項ただし書、法第 59 条第１項第三号若しくは第４項、法第 59

条の２第１項、法第 60 条の２第１項第三号、法第 60 条の３第１項第三号若しくは第２項ただし書、法

第 67 条の３第３項第二号、第５項第二号若しくは第９項第二号、法第 68 条第１項第二号、第２項第二

号若しくは第３項第二号、法第 68 条の３第４項、法第 68 条の５の３第２項、法第 68 条の７第５項又

は法第 85 条第３項、第５項若しくは第６項の規定による許可を申請しようとする者は、申請書の正本及

び副本に、それぞれ、次に掲げる図書又は書面を添えて知事に提出するものとする。 

 

(許可事項等の変更) 

第 13 条 前二条に規定する許可又は認定を受けた者は、当該許可又は認定を受けた事項の変更（知事が別

に定める軽微な変更を除く。）をしようとするときは、当該許可又は認定の旨の通知書を添えて、前二条

の規定に準じ改めて許可又は認定を申請しなければならない。 



資料　２

平成30年9月1日～平成30年12月31日

（敷地と道路との関係）

建築基準法第４３条第２項第二号許可

岡山県建築審査会資料

（報告案件）



建築基準法第４３条第２項第２号許可（一括処理）に係る基準等 

 

建築基準法（抜粋） 

（敷地等と道路との関係） 
第 43条 建築物の敷地は、道路（次に掲げるものを除く。第 44条第１項を除き、以下同じ。）に２

メートル以上接しなければならない。 

一・二 略 

２ 前項の規定は、次の各号のいずれかに該当する建築物については、適用しない。 

一 略 

二 その敷地の周囲に広い空地を有する建築物その他の国土交通省令で定める基準に適合する

建築物で、特定行政庁が交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認めて建築審査会の

同意を得て許可したもの 

 
岡山県建築基準法第４３条第２項第１号認定及び第２号許可基準（判断基準） 

許可判断基準１号 その敷地の周囲に公園、緑地、広場等広い空地を有すること 

許可判断基準２号 

（１） その敷地が農道その他これに類する公共の用に供する道（幅員４メート

ル以上のものに限る。）に２メートル以上接すること 

（２） 敷地と道路との間に「河川等」が存在するもの 

許可判断基準３号 

その敷地が、その建築物の用途、規模、位置及び構造に応じ、避難及び通行の安全

等の目的を達するために十分な幅員を有する通路であって、道路に通ずるものに有

効に接すること。 

（１） １ 平成１１年５月１日以前から存在する既存建築物の建替又は増築

等によるもので、その敷地が幅員４ｍ未満の通路に接するもの 

２ 従前と比べて避難及び通行の安全性等が損なわれないと考えられ

る平成１１年５月１日以前から存在する既存建築物の建替又は増

築等によるもので、その敷地が幅員４ｍ未満の通路に接しするもの 

（２） その他公共・公益施設などの建築物で、その特性（用途、規模、位置及

び構造）に応じ総合的に検討し、交通上、安全上、防火上、衛生上の目

的を達する性能を有する通路にその敷地が有効に接するもの 

 

岡山県建築審査会同意一括処理基準（抜粋） 

（目 的） 

第１ 本基準は、岡山県建築審査会（以下「審査会」という。）への諮問案件のうち軽微なも

の、通例的なものにつき一括処理できる範囲を定め、円滑な事務処理を行うことを目的とす

る。 

（一括処理の方法） 

第２ 第３に掲げるものは、会長の専決同意を得た後に許可するものとし、直近に開催される審

査会で報告するものとする。 

（適用範囲） 

第３ 一括処理を適用できる事案の範囲は、次に掲げる基準のいずれかに該当するものとする。 

 １．略 

 ２．法第 43条（敷地等と道路との関係）第２項第２号の規定による許可のうち、「岡山県建築

基準法第 43 条第２項第１号認定及び第２号許可基準（判断基準）」のうち、当該申請に適用

される次の判断基準を満たすもの。 

（１）許可判断基準２号の（１） 

（２）許可判断基準２号の（２） 

（３）許可判断基準３号の（１）の１ 

1



許可判断基準３号の（１）の１、３号の（１）の２

許可判断基準２号の（２）

許可判断基準１号 許可判断基準２号の（１）

通　路

建築基準法上は道路として

扱われないが、道路と同等

の機能を有している道

　
道
　
路

※ ※

中心線 中心線

後退線 後退線

　
道
　
路

◆

◆ 新築は認めない（現在更地等においても、建築物が基準日（平成11年5月1日）以前から存在してい

できるものとする。（平成11年5月1日前に除却されていてもよい。））

許可判断基準３号の（２）

既存建築物の建替・増築・敷地内移転等のみ可能

たことが確認できるもの（建物謄本又は課税証明など公的機関の証明する書類等）があれば、許可

　
道
　
路

通　路

幅員が1.8m未満で42条

2項道路にならない通路

立ち並びがないため42条

2項道路にならない通路

　
道
 

路

道

※

許　可　判　断　基　準　イ　メ　ー　ジ　図

道路
道路 道　路

水路

高架下水路 里道

広い公園

公園・緑地・広場・駐車場・境内地
・学校グラウンド・鉄道敷内施設

≧
2
m

2m

＜1.8m ＜4m

＞1m

＞1m

≧2m

≧
2
m

農道・林道・河川管理道路・
港湾道・水道道・
教育委員会道路

≧4m

認定判断基準1号の

(1)に該当しないもの

≧
2
m

≧
2
m

公共の用に供する道

42条1項及び2項の道路・許可判断基準２号の（１）の道

2m

電気通信事業用の鉄塔の付属建築物・山間部の気象観測施設・上下水道管理施設・灯台の付属建築物

42条1項及び2項の道路・許可判断基準２号の（１）の道

認定判断基準1号の(2)に該当しないもの
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報告案件

○ 建築基準法第４３条第２項（敷地等と道路との関係）

岡山県建築審査会への諮問案件のうち軽微なもの、通例的なものについては、円滑な事務処理を行うことを目的として、
一括処理できる範囲を定めている。 → 岡山県建築審査会同意一括処理基準

一括処理を適用するものは、会長の専決同意を得た後に許可する

ものとし、直近に開催される建築審査会で報告するものとしている。
（岡山県建築審査会同意一括処理基準 第２）

今回の建築審査会は、

平成３０年９月１日～平成３０年１２月３１日の間に、一括処理を行い許可したものの報告を行うもの。

一括処理案件一覧表は別添のとおり。

特定行政庁が建築審査会の同意を得て許可し
た場合、適用除外

3



　岡山県建築審査会・一括処理案件　一覧表

合計

（４ｍ農道） （住宅建替）

真庭市 2 件 井原市 1 件 井原市 1 件
美作市 1 件 浅口市 1 件

里庄町 1 件

計 3 件 計 1 件 計 3 件

7　件

　（１）許可判断基準２号の（１） 　（２）許可判断基準２号の（２） 　（３）許可判断基準３号の（１）の１
（水路ばさみ）

報　　　　　告

　　【建築基準法第４３条関係（平成３０年９月１日～平成３０年１２月３１日）】
　　岡山県建築審査会への諮問案件のうち軽微なもの、通例的なものについては、円滑な事務処理を行うことを目的として、一括処
理できる範囲を定めている。（岡山県建築審査会同意一括処理基準　第３の２）
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建築基準法第３条第１項第三号指定
（適用の除外）物件の進捗状況
（旧吹屋小学校の保存修理工事）

資料　３

岡山県建築審査会資料

（その他）



平成27年3月17日

岡山県建築審査会審査事項

【審査事項】岡山県指定重要文化財の旧吹屋小学校を建築基準法等の適

用から外すことについて

【適用条文】建築基準法第３条第１項第三号（適用の除外）

１ 指定建築物概要

【名 称】旧吹屋小学校

【所 在 地】岡山県高梁市成羽町吹屋1290番1

【建 築 年】明治33年「東廊下･東校舎･西廊下･西校舎」

明治42年「本館」

【文化財指定】平成14年 成羽町指定文化財（建造物） 「本館･東校舎･東廊下」

平成15年 岡山県指定重要文化財（建造物）「本館･東校舎･東廊下」

平成16年 岡山県指定重要文化財（建造物）「西校舎･西廊下」

【構 造 規 模】本 館：木造２階 延べ面積766.75㎡

東校舎：木造平屋 延べ面積217.21㎡

東廊下：木造平屋 延べ面積 34.62㎡

西校舎：木造平屋 延べ面積207.43㎡

西廊下：木造平屋 延べ面積 39.75㎡

【仕 上】屋根：桟瓦葺き 外壁：化粧板張り・漆喰塗り 軒裏：化粧板張り

【基 礎】割石積布基礎

２ 校舎の活用

吹屋の町並みの裏手にある旧吹屋小学校は平成24年３月の廃校までは、現役で国内

最古の木造校舎であり、明治中後期における小学校建築の建築史において高い価値を

有している県の指定重要文化財である。

高梁市では吹屋全体を、町並み保存地区、点在する鉱山関係の施設、山や川といっ

た豊かな自然とが相互に関連し合い、ひとつのまとまりを持った「まち全体ミュージ

アム」とし、その中心施設として校舎の保存修理及び利活用を行う予定としている。

校舎の活用については、「学びの拠点」を活用基本方針とし、中核機能として「吹

屋学の拠点機能」、「博物館・資料館の機能」及び「学びを中心とする交流体験機能

」の３つを持たせる。また、工事は平成27年度に着手し、平成31年度までの５カ年で

行う。（※具体的な活用方法は次ページ参照）
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西校舎 西廊下 本館 東廊下 東校舎

（集会場） （博物館・資料館） （生涯学習）

２階平面図（計画図）

１階平面図（計画図）

資料館

展示室 展示室

多目的スペース

集会場 資料館 生涯学習施設

ギャラリー

展示室 展示室

物入

物入 物入 物入

展示室

集会室

事務室

ホ
ー
ル

女子便所 男子便所
多目的

便 所

西廊下 東廊下

生涯学習教室

生涯学習教室

廊
下

玄関ポーチ

物入
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建築基準法第３条第１項第三号指定をした旧吹屋小学校の 

保存修理工事進捗状況について 
 
１ 経緯 

 設計時点では、既往の資料や外観等から不可視部分を想定して構造設計を

行っているが、構造体の劣化状態も不明確なことから、解体工事の際に調査

を行い、工事内容を再検討しながら進めている。 
そのため、建築基準法第３条第１項第三号の規定による法適用除外の指定

に係る建築審査会での審議において、工事の経過について建築審査会開催時

に報告することとしている。 
 
２ 工事進捗状況 

（１）前回報告時点（平成 30 年 10 月２日）の状況 

昨年度の耐震補強設計の見直し（鉄骨補強材の追加等）により、高梁市旧

吹屋小学校校舎保存修理委員会の了解を得た変更設計施工図に基づき、現在、

木材補足材の加工、古材の繕いなどを行い、組み立ての準備を行っている。 
 
（２）現在の進捗状況 

木材補足材の加工や古材の繕いと並行して、木軸組みや鉄骨補強材の組立

工事を行っている。 
 
（３）今後の工事予定 

   構造体の工事と並行して、意匠復元の詳細について、保存修理委員会で

協議しながら進める。 

   平成 31 年度末 工事完了 

平成 32 年度～ 運営開始 

 

（参考）高梁市旧吹屋小学校校舎保存修理委員会 

保存修理及び整備について検討を行うために設置された委員会であり、解

体調査結果に基づき、工事内容を再検討している。 
調査により把握した建築履歴及び部材の状態を基に、委員会で工事内容を

再検討し、昭和 25 年頃の状態に復元する計画としている。 
 

高梁市旧吹屋小学校校舎保存修理委員会委員名簿 

氏  名 所  属 備  考 

臼 井 洋 輔 備前市立備前焼ミュージアム館長  

清 水 重 敦 京都工芸繊維大学教授  

戸 田   誠 吹屋町並み保存会副会長 副委員長 

大 林   潤 奈良文化財研究所主任研究員  

藤 田 盟 児 奈良女子大学研究院教授 委員長 

宮 本 慎 宏 香川大学工学部准教授   
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　写真１　資料館（旧本館）･生涯学習施設(旧東校舎)・集会場(旧西校舎)　正面

写真2　資料館(旧本館)土台の据付状況 写真3　資料館(旧本館)建方の仮設足場組立状況

写真4　生涯学習施設･東廊下(旧東校舎)土台の据付状況 写真5　生涯学習施設･東廊下(旧東校舎)建方の仮設足場組立状況

写真6　集会場・西廊下(西校舎)基礎石積み状況 写真7　集会場・西廊下(西校舎)土台の仮据付状況
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写真8　土台の据付状況 写真9　木材の加工・繕いの状況

写真10　木軸組みの組立状況 写真11　鉄骨補強材の組立状況
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